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手
7
g
作、，;百種一

)}/ 

リ
ノ
ー
ー
ム
〕
yて

グ

松

同

正

男

苦
等
は
十
八
世
紀
に
於
て
中
世
と
近
世
政
治
思
ω
仰
と
の
橋
梁
と
し
て
考
へ
ら
る
、
一
一
人
の

.
思
想
家
を
有
し
て
居
る
、
一
人
は
併
の
ク
ヤ

y
、
ジ
ヤ
ヅ
グ
、
ル
ソ
ー
で
他
は
英
の
エ
ド
マ
シ
ド
、
バ

ー
グ
で
あ
る
。

ル
ソ
!
は
千
レ
心
百
十
二
年
一
月
刊
V

込
ネ
グ
ア
の

g
印
認
に
生
れ
、
千
七
百
七
十
ぺ
年
七
月
民
病

淡
し
食
。
、
彼
の
か
〈
は
ア
イ
ザ
ザ
J

グ
、
ル
ソ
!
と
一
五
っ
て
時
計
製
造
業
策
舞
踏
の
師
匠
て
其
性
質

故
に
ル
ソ
ー
は
少

は
頗
る
利
己
主
義
で
戚
情
的
で
品
行
の
倣
よ
り
正
し
か
ら
ぬ
人
で
あ
っ
セ
。

時
飢
広
繁
雑
極
ま
る
人
生
の
機
微
を
理
解
し
、
白
勢
自
活
種
々
雑
多
の
職
業
仁
従
事
し
て
共
生

涯
を
終
つ
花
。

然
る
仁
バ

1

グ
は
令
問
、
わ
る
検
事
を
尖
と
し
、
門
地
高
島
G

緑
町
内
加
持
力
説
の
山
本

庭
に
ル

y
l
よ
'
'
り
遜
る
、
事
十
レ
心
年
印
ち
千
七
百
二
十
九
年
二
月
孤
孤
の
峰
を
揚
げ
大
。

彼

29 

は
則
も
順
序

E
し
き
数
宵
を
受
け
、
秩
序
盤
然
、
北
る
生
活
を
な
し
異
に
英
閥
紳
士
の
典
型
と
し

，可

ル

Y
1
E
C
パ

ー

ク

ニ
六
五



80 

て
世
を
終
つ
花
。

に
針
し
て
少
な
か
ら
ヂ
影
響
し
北
の
で
あ
る
。

ル

y
ー
と
バ

1

ク

悲
し
彼
等
一
雨
入
の
問
仁
此
等
相
呉
れ
る
は
生
活
は
共
哨
導
し
大
政
治
則
ω
惣

二
大
穴

ル
ソ
ー
は
プ
ラ
ト
!
及
び
ア
リ
ス
ト

I

ト
ル
わ
ら
大
な
る
成
化
を
受
け
、
バ

l

グ
は
寧
ろ
枕

典
思
想
家
主
と
し
て

γ

セ
ロ
に
私
淑
し
文
。

で
ゐ
る
わ
ら
ル
ソ
ー
は
純
理
を
愛
し
、
バ
}
グ
が

常
に
純
却
に
泌
っ
て
終
駿
に
訴
ヘ
犬
、
の
は
自
然
の
勢

2
・
一
再
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ル
ソ
!
の
本
は

‘ L 、¥.._，-、『・

秩
序
絵
然
と
し
て
革
者
風
な
る
に
一
以
し
、
バ

ー
グ
の
答
舎
は
交
に
煩
雑
極
ま
つ
花
沙
も
の
で
口
県
に

ポ
ロ
ヅ
グ
、
が
云
つ
北
様
に
、
彼
の
書
い
た
も
の
を
讃
ん
で
彼
が
態
説
を
務
見
ず
る
事
が
中
々
岡

難
で
あ
言
。
ω
可
吋
円
内
仏
立
の
だ
句
。
口
o
n
W
5
3
o
q
o
m
ω
仏

3
3
0
弓
o
……江口
ω
-
M
U

・∞
α
・
)
坑
口
松
ず
は
爾
思
家
の
本
を
説
ん

モ
純
却
に
於
て
丸
信
く
相
反
し
て
射
る
所
を
見
出
す
一
や
は
甚
だ
難
い
、

t
v
一
則
犬
家
総
論
の
傾
向

/".:轟一 !? 

ヵア

一
方
は
訟
感
的
無
形
的
な
る
に
、
一
方
は
賞
用
的
法
律
的
な
る
が
放
に
、
隅
々
彼
等
の
間
に
総

劉
的
尿
剤
-
上
の
反
溺
が
械
は
る
検
に
・
思
は
る
h

け
れ
ど
る
そ
れ
は
間
遠
モ
あ
る
。

乙
れ
が
ち

一
々
彼
壮
一
す
が
云
つ
れ
ι
所
を
拠
ヘ
〈
比
較
研
究
を
な

3
ん
と
欲
す
る
。

、

、

ナ

千

ユ

ラ

ル

リ

バ

千

l

自
由
。
若
し
五
日
入
が
ル
ソ
!
の
所
帯
J
X
賦
自
由
L

な
る
る
の

h

み
を
見
文
な
ら
ば
恐
ら
く
バ

ー
グ
、
が
全
然
彼
ド
ト
区
野
な

-
b
tし
考
へ
ら
る
t

B

r

で
あ
ろ
う
。
バ
!
グ
日
く
必
同
識
と
徳
な
を
所
に

一ずつ~;子

果
し
て
自
由
あ
λ
ツ
や
」

(230J肘
α
…氏
O
D

〈
o
一-ロ・
m
v
-
N
H

∞)と。

乃
ち
彼
は
唯
法
律
の
保
護
の
下
に
於

シ

汐

イ

ル

リ

バ

千

i

て
の
み
自
由
な
る
も
の
を
認
め
北
の
で
あ
る
が
、
乙
れ
は
ル
ソ
ト
の
所
前
寸
政
治
上
の
自
由
し
で
あ

っ
て
彼
問
政
治
上
の
自
由
は
民
議
(
の

g
印
吋
色
ザ
ぐ
と
)
に
よ
ー
り
て
限
ら
る
し

(ωon
…
と
の
o
三
宮
の
け
・
ぐ
.OH
・H
・

n
y
・
〈
同
日
円
)
と
記
載
し
セ
の
と
畢
一
路
同
窓
義
な
'
h
t
一
五
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ナ

チ

ユ

ラ

ル

リ

バ

チ

I

南
側
人
の
意
思
に
依
つ
て
の
'
が
限
ら
る
、
自
由
し
印
ち
天
似
の
自
由
し
に
論
及
し
な
か

シ山
y

イ
ル
ツ
サ
ヤ
チ

i

等
北
ハ
仁
政
治
…
枇
合
同

ωも
挽
由
局
す
れ
ば
閥
家
ω
ぺ
個
人
仁
自
由
を
染
、
ま
し

U
る
唯
一
の
源
凶
で
あ

シ
ウ
イ
ル
ソ
サ
ヤ
チ

l

然
ら
ば
政
治
枇
合
F
」
は
如
何
な
る
も
の
な
る
か
に
就
て
も
彼
等
の
滋

バ
ー
グ
は
ル
ソ

i
の
所

つ
な
。

h
え
1
4』
F
L

J
4
1
 

る
事
は
之
を
認
め
花
。

日
月
仁
何
等
祇
鮒
ず
る
所
の
が
も
の
な
く
、
大
旨
バ
}
グ
は
乙
の
紡
に
闘
し
て
は
ル
ソ
}
よ

'b
迩
仁

正
裕
に
議
論
し
て
腐
る
の
で
あ
る
。

、

、

、

、

、

凶
家
の
御
念
。

閥
・
家
を
契
約
め
結
果
な
1

り
と
論
、
JPJ

る
誌
は
悦
仁
古
代
政
治
感
殺
の
閥
家
制

念
を
政
治
哲
感
上
仁
唱
導
し
セ
の
で
あ
る
。

基
礎
的
思
想
は
契
約
説
に
依
て
導
わ
れ
大
の
/
で
あ
る
。

に
於
て
述
べ
て
日
く
、
J

枇
合
会
憾
の
力
を
集
め
て
倒
人
及
ば
個
人
集
合
間
憾
の
財
産
を
防
衛
保

念
と
み
…
く
相
川
均
一
仰
い
る
も
の
に
し
て
、
ル
ソ
!
及
ば
バ
!
グ
に
河
北
1

り
て
初
め
て
純
理
的
閥
家
観

凶
家
を
以
て
み
一
く
個
人
の
共
同
総
憾
と
見
倣
す

y
シ
ア
ル
、
コ
ソ
ト
・
ソ
グ
ト
・

ル
ソ

i

は
共
民
的
説
第
一
審
第
五
、
卒

ル

Y

1

E

パ

ー

ク

一
一
六
七

31 
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ル

リ

ー

と

A
n
1
ク

六
λ

32 

謎
せ
ん
と
す
ゐ
枇
舎
の
絡
会
は
、
そ
れ
に
従
ふ
各
個
入
営
し
て
彼
自
身
に
従
は
し
む
る
唱
の
で
、

要
す
る
に
個
人
の
自
由
が
赴
命
日
結
合
以
前
I
C

尚
一
一
の
幾
佑
が
な
い
し
と
。

乙
れ
は
彼
の
岡
家
に
開ノ

ず
る
脱
念
で
あ
っ
て
、
出
o
σ
g
w
g
s戸己

2
3口仏
O

吋
わ
及
伏
阿
tooro
等
は
彼
と
同
窓
凡
で
あ
る
。

!
グ
の
思
想
は
寧
ろ
陸
史
一
阪
に
閥
均
し
て
、
伎
は
閥
家
を
以
て
・
有
機
懐
な
'
り
と
信
、
ヂ
る
の
で
あ
る
。

バ
ー
グ
は
此
州
中
阪
の
織
改
υ
俊
秀
な
ゐ
皐
者
で
あ
っ
て
、
非
常
に
革
命
運
動
に
反
濁
し
、
純
一
理
論
者

に
泌
ぴ
ノ
¥
其
抑
止
4
0
口けゴ印

MW2・
2
吋
門
戸
口
の
ゆ
の
中
に
彼
が
岡
山
本
観
念
を
後
表
し
て
印
刷
る
。

ー
枇
舎
は

北
N
E

人
間
一
枇
命
日
時
々
刻
々
起
る
利
害
問
題
に
闘
す
る
契
約
は
英

時
々
仁
従
て
解
除
す
る
を
得
べ
し
と
縦
、
問
山
本
け
い
例
ヘ
ば
胡
槻
や
蜘
排
1
A
m
h

自
や
‘
勉
強
・
頁
貨
の
梨

日
刊
に
一
例
の
契
約
で
あ
る
。

h
J
〉
日
(
寸
土
ザ
ん
リ
う
け
足
'
廿

v
e
z
ρ
0

0
中

U
A
H刀

J
、1
F
H
M
-
A
H
U
4
会
J
・
4
可

v

u

J

U

そ
れ
以
甚
だ
紳
訟
な
る
活
の
で
自
然
法
上
必
減
の
者
に

:ぺ;民主:麗品

よ
っ
て
な

3
る
1
3

非
永
久
的
の
契
約
と
同
一
蹴
す
る
事
の
出
来
ぬ
事
は
一
五
ふ
迄
も
な
い
事
で

岡
家
成
立
の
契
約
な
る
替
の
は
総
識
な
る
完
全
lι

徳
性
'
乙
の
上
に
品
共
謀
縫
配
泣
く
M
B

弘
山
町
ソ
心
。

主:
主・1

の
な
る
が
故
に
べ
斯
の
如
を
契
約
の
成
立
及
ば
英
目
的
は
人
生
二
三
代
の
短
日
月
で
は
到
底
出

来
上
る
も
の
で
唱
亦
成
し
滋
げ
ら
る
h

唱
の
寸
宅
な
い
、
税
在
生
活
し
て
倒
家
を
・
維
持
し
て
活

ソ
心
者
は
勿
論
、
死
せ
る
蹴
先
及
ぴ
生
る
べ
き
子
々
孫
々
の
永
き
に
波
て
始
め
て
共
契
約
の
奨
随

を
溺
は
し
来
る
宅
の
で
あ
る
し
。
(
句
恒
三
♂
ぐ
0

日
・
同
・
句
・
勺
・
ロ
ωー
や
)

以
上
を
ル

y
l
の
岡
家
契
約
読

に
比
ナ
る
に
一
お
ふ
迄
沿
も
な
く
よ
t
リ
完
会
に
し
て
、
純
一
理
に
走
ら
ヂ
、
蹴
る
着
貨
に
し
て
陸
奥
の
霊

件
除
、
く
、
閥
憾
の
稔
殿
を
誘
く
所
彼
は
飽
く
迄
毛
英
人
，
T

あ
る
。

、
、
、
、

入
品
の
糠
利
。

人
民
は
彼
等
が
構
成
す
る
岡
家
に
濁
し
て
如
何
な
る
機
利
を
有
す
べ
を
か
。

ア
ア
ス
ト
ヲ
グ
ト
、
ラ
イ
ト
B

レ
ア
ル
、
ラ
イ
ト

バ
!
グ
は
明
に
之
を
無
形
権
利
、
食
物
機
利
の
こ
個
に
分
類
し
て
説
明
し
て
居
る
、
然
る
に
ル

y

ー
は
無
渉
権
利
の
理
論
を
披
張
し
て
安
物
権
利
の
上
に
宅
及
ぼ

3
ん
と
す
る
。

於
て
(
岡
家
を
意
味
す
)
、
各
個
人
は
同
等
な
る
継
利
を
有
ナ

l
無
形
の
意
味
に
於
て
!
併
し
乍
ら

「
此
の
問
機
に

同
等
な
る
財
産
を
有
せ
ぬ
!
貨
物
機
利
を
一
五
ふ

L
(
3
3ゅ
一
〈
O
H
M
H
-
m
y
s
'
)

以
上
は
英
同
脚
部
家
の

此
紡
に
関
ず
る
議
論
マ
彼
は
疑
沙
も
な
く
個
人
の
所
有
権
を
認
め
大
事
は
ロ
O
け

け

0
2
g
H
岱
町
匂

に
於
て
明
示

3
れ
て
居
る
。

ル
ソ
ー
は
之
に
反
し
人
々
は
契
約
に
よ

b
て
岡
家
を
成
立
し
た

奨
瞬
間
に
於
て
特
個
人
以
彼
等
の
存
ず
る
権
利
を
悉
く
堺
げ
て
之
を
園
家
に
委
ね
、
市
て
彼
等

ソ
V
ア
沙
、
ゴ
Y
ト
ヲ
グ
ト

は
同
等
の
要
求
を
之
に
測
し
て
有
し
て
居
る
が
故
仁
人
民
は
ー
一
位
舎
契
約
に
依
て
総
て
彼
等
の

.
フ
ロ
バ
デ
ィ

財
産
の
所
有
者
」
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

(ωonE
のO
口付
p
n
y
ぐ
0
]
・H
・の
v・H
M
)

。
伎
は
之
に
依
つ

ア
i
テ
イ
ア
キ
シ
ア
ル

彼
の
組
側
断
的
な
而
宅
巧
妙
な
る
論
理
を
港
め
て
「
人
は
生
れ
乍
ら
自
由
に
し
て
物
の
上
に
哲
治
附

33 
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y
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34 

同
等
の
権
利
を
荷
ず
互
主
張
す
る
。

主
権
。

ル
ツ
ー
は
硲
が
に
主
総
の
よ
仁
人
絡
を
奥
へ
ん
と
試
み
大
砂
れ
ど
も
、
…

Lq
二

合

〈

;
l
j
‘
 

彼
拡
人
民
各
自
、
主
棋
に
抑
制
し
て
同
等
な
る
分
配
を
有
一
し
て
居
る
と
認
め
る
。

ソ
シ
ア
ル
J
J
シ
ト
ラ
グ
ト

へ
ば
人
は
自
然
獄
絵
よ
t
り
祉
曾
契
約
の
結
果
と
し
て
岡
家
生
活
に
愁
ん
だ
の
で
あ
る
l
同

0
5
2

彼
の
意
見
に
従

ー
し
悶
意
見
な

6
1、
併
し
乍
ち
主
椴
者
に
業
構
利
を
輿
ヘ
セ
も
の
け
い
人
民
ー
で
あ
れ
ば
、
人
民
は
主

継
者
で
あ
ム
ノ
ま
花
臣
民
で
あ
る
。

寸
主
構
は
m
早
仁
集
令
閤
憾
の
上
に
在
1

り
ょ
ッ
と
考
へ
ら
る

(ωも

彼
は
主
権
の
一
上
仁
入
絡
を
奥
ヘ
校
ん
)
。

而
し
て
各
個
人
は
そ
の
臣
民
、
花
る
資
格
に
於
て
個
人

?と

邸
ゆ
り
主
棋
は
千
人
の
個
人
に
て
建
設

3
る
1
B

図
家
に
在

LJ
て
唯
一
個
で
あ
る
。

J

、ノ

ヲ

イ

〆

lv

各
個
人
は
主
織
の
千
分
の
一
の
配
分
を
有
す
と
考
へ
診
る
を
得
な
い
。

例
ヘ
各
個
人
が
そ
の

/if 

主
椴
じ
絶
罰
的
に
服
従
せ
含
る
可
ち
合
る
と
唱
L

『乙。

伎
は
即
時
γ

と

M.郎
若
く
は
時
間
と
の
問
に
明
徳
な
る
匝
別
を
鐙
か
も
c
b
し
の
み
J

な
ら
歩
狩
じ

ル
ソ
!
の
主
権
設
は
以
上
の
如
く
し
て

;‘予欝ー

之
を
混
同
し
て
居
る
。

バ
ー
グ
は
主
椴
仁
闘
す
る
確
然
、
花
る
説
を
接
表
し
な
い
、
併
し
乍
ら
彼

は
主
制
仰
と
人
民
と
を
精
密
に
区
別
し
北
。
ミ
ω
o
m
o
乙
E
5
C口氏仏
0
3
含
Z
O均印の仲

Oコz
n
o
ロユ
ωヨ
芯
虫
、

の
HHWmH一可
g
w
o
句。吋
mwけゆ口一切
O

口付げ
mwgn
向山口口広
J1ωmoJ、。吋ロ
8
0ロp
o
ロ仲
MHoggMVAW
吋O
町け伊ぬりゅ
O
℃
H
O
W
柏
戸

HM
仏仲町
HmwVω
勺匂山口
ωωω

C
内

5
2
0
5
5
mロヱ

(
3
3
2
寸
O
H
・H
・
句
・
下
)
之
を
以
て
見
て
唱
バ
!
グ
は
彼
自
身
主
桃
色
人
民
と
の

問
仁
確
然
花
る
毘
別
を
立
て
t
m
m
仰
る
事
拡
知
p
り
る
h

で
あ
ろ
う
。

彼
の
著
述
及
び
演
説
俸
の

邸
ち
王
及
び
人

筆
記
を
悉
く
給
了
し
て
彼
は
左
の
如
く
主
格
を
認
め
て
居
る
と
私
は
岡
山
ふ
。

司・

民
、
若
〈
は
お
配
者
反
ぴ
臣
従
者
が
彼
等
の
幸
一
服
議
反
仁
闘
し
て
相
一
致
し
て
互
応
一
個
の
秘

カ
を
認
め
之
じ
最
上
継
を
有
せ
し
め
て
居
る
、
之
は
則
ゆ
り
主
様
で
あ
る

20

め
恥
。
バ

1

グ
の
読
に
従
ヘ
ば
政
府
な
る
も
の
は
人
智
の
工
夫
仁
な
れ
る
も
の
仁
し
て
入

民
の
要
求
仁
答
ヘ
ん
が

mm
に
存
在
す
る
機
関
で
あ
る
。

而
る
彼
は
他
羽
仁
於
て
政
府
は
副
長
口

山口広比百件目

0ロ
o
m
U
5
5
〉
戸
忌
o

去、
(330
〈
O
H
・H
-

守
山
N
)

と
一
お
っ
て
居
る
。

郎
乞
彼
は
政
府
は
人
民

の
利
様
、
章
一
服
の
然
仁
建
設
時
、
d

れ
花
る
t

事
…
を
信
ホ
/
る
も
、
同
駄
に
政
府
を
以
て
殆
ど
紳
意
仁
出
で

食
宅
の
と
な
し
て
版
ゑ
保
守
な
思
想
を
懐
い
て
印
刷
る
、
そ
乙
で
理
論
一
汗
の
考
か
ら
寧
A
W
そ
呼

ぷ
俳
人
を
見
て
は
彼
此
何
等
の
岡
崎
を
表
せ
も
d

f

り
し
の
み
な
ら
歩
、
呉
下
激
揺
し
て
倒
人
仁
訴

ヘ
党
の
で
あ
っ
食
。

ル
ソ
ー
は
政
府
を
以
て
契
約
じ
依
て
制
定
ヨ
れ
食
対
も
の
と
忠
悦
ぬ
、
彼
は
、

守
中
問
機
闘
い
恒
民
、
主
格
相
互
関
の
窓

之
を
以
て
、

Q
o
p
o
吋伊
H

d

江
戸
の
治
脱
者
と
な
す
の
で
あ
る
。
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思
を
疏
越
し
、
絵
律
の
施
行
、
自
由
の
保
護
を
河
ち
ん
が
錦
仁
設
定
せ
ち
る
し
1
2
0日・ロド
ω
o
n
E
C
8
1‘

ル

リ

ノ

3

Eら
パ

'
E
P

ニ
七
日

、九
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ル
?
?
・

3
と
4

バ

t-
ク

件
誌
の
け
)
・
以
上
は
ル

y
i
の
政
府
税
で
あ
る
。

、

. 
J 

' 

二
七
二

彼
は
政
府
一
が
業
臓
機
を
縫
舟
し
て
人
民
の
自
由

を
腰
越
す
る
s

事
を
恐
件
、
そ
の
，
行
動
に
大
な
る
制
限
を
加
へ
ん
a
E

こ
し
た
厨
-
も
伎
は
立
法
と
行
政

と
は
会
く
分
離
せ
旬
。
る
可
ら
み
y
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

ル
ァ
ー
は
立
法
部
を
h

h

一門口・山口吋
A
W仰
M
M
4

ゅ
の
け
告
別
u
a
P
2
a
s
q
g
g
g
P
2
g↓印日コ
(
J
1
0

戸
開
。
r
-
u
p
ω
Q
O
M
弘
の
O

口
々
仰
の
仲
)
・
と
一
五
日
、
バ

I

グ
は
ふ
刊
誌
ぬ
ω

om
仲げ印町内向日山口問
ω
oヱ
伊
作
同
区
民
O
ロ
ゴ
(
吋
々

5
u
く
0

日
ど
と
一
五
っ
て
居
る
。

余
は
今
や
英
側
一
胸
囲
大
思
想
家
を
比
較

L
て
殆
ど
云
は
ん
と
す
る
所
を
云
っ
て
し
ま
っ
犬
、

余
は
更
に
は
，
o
N
q

の
雨
入
に
封
ず
る
比
較
宮
述
べ
て
結
論
と
し
よ
う
と
凪
ふ
。

-
怯
ん
の
批
評
は
恐
ら
く
此
諭
に
封
ず
る
白
眉
と
云
ふ
ぺ
を
唱
の
で
あ
ろ
う
。

議
し
ト
ツ
ザ

「バ

l

グ
は
英
岡
仁
於
け
る
ル
ソ
ー
に
机
測
す
る
戚
情
且
つ
批
静
の
代
表
者
で
あ
る
。

純

到!
嫌

α
の
・
英
図
人
の
積
極
的
精
一
仰
は
バ
!
グ

P
1人
間
の
瀧
利
は
紙
屑
に
幾
ら
ペ
シ
で
以
て
番
い

吾:;~寵ー

た
と
て
致
方
の
な
い
唱
の
で
あ
る
し
と
絡
叫
し
な
誠
示
で
以
て
、

i

ω

T

r

チ

ユ

ヲ

ル

フ

イ

ト

併
し
乍
ら
天
賦
人
雄
設
の
ル
ァ
ー
は
窓
法
論
者
の
バ

I

グ
の

ル
y
i
に
封
ず
る
英
九
の

H 

甚
だ
し
く
軽
侮
し
大
砂
れ
ど
宅
、
彼
此
赴
合
契
約
説
を
放
ぬ
は
し
な
か
つ
な
。

彼
は
窓
絡
を

h 

e一一-一、・~~ ー

批
評
は
議
く

3
れ
て
居
ぷ
。

海
純
で
あ
る
事
は
疑
を
容
る
ぺ
を
係
地
が
な
い
。

バ
ー
グ
が
幾
何
感
的
、
純
理
的
憲
法
論
を

以
て
ー
一
般
合
契
約
の
結
果
な
よ
り
し
と
認
め
な
の
で
あ
る
。

建
造
せ
ら
れ
大
る
唱
の
し
と
主
張
し
、
な
の
で
あ
る
。

-
宵
彼
は
立
絵
‘
司
法
、
行
政
の
諸
機
カ
を

ル
ソ
ー
は
政
治
関
髄
の
中
に
特
殊
の
利

容
翻
係
の
下
に
閣
総
を
作
る
事
仁
滋
つ
北
の
で
あ
る
が
、
バ

l

グ
は
寸
特
殊
の
利
設
を
有
す
る

が
も
の
相
互
間
の
総
合
、
及
ぴ
争
び
は
絞
に
宇
宙
開
の
調
和
を
計
る

Le
の
な
1

り
と
し
て
之
を
縫

同
刷
し
食
。

斯
の
如
く
バ
!
グ
は
政
治
上
に
於
て
相
呉
れ
る
意
見
宮
殿
は
ず
事
を
喜
ん
だ
じ

が
も
拘
ら
ホ
ヘ
ル

y
yは
奨
人
工
的
、
器
械
的
の
純
漫
に
於
て
之
じ
反
鈎
し
女
の
で
あ
る
L

ト

ザ

!

氏
民
約
説
英
辞
序
究
」
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